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団 体 等 一 覧 基
山
町
は
以
前
か
ら
現
在
も
町
全
体
︑

子
ど
も
も
壮
年
も
シ
ニ
ア
も
運
動
人
口
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
年
を
取

る
と
年
々
体
力
の
衰
え
を
感
じ
ま
す
︒
そ

こ
で
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
等
で
日
頃
か
ら
体
を
動
か
し
て
い

る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
︑
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
の

方
に
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

基
山
町
運
動
団
体
等
一
覧

総
計
２
４
５
８
人
︵
令
和
３
年
３
月
末
現
在
︶

団
体
に
属
し
て
い
な
く
て
も
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
を
さ
れ
て
い
る

方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
︒
カ
ウ
ン

ト
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
︒

も
し
把
握
し
て
い
な
い
団
体
が
あ
り
ま

し
た
ら
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
︒

デ
ー
タ
が
示
す
高
い
値

こ
こ
に
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
︵
鳥

栖
市
・
基
山
町
・
み
や
き
町
・
上
峰
町
︶
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
に
い
い
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
︒
左
下
の
表
の
よ
う
に
基
山
町
は
全
体
平
均

よ
り
す
べ
て
の
項
目
で
数
値
が
高
い
こ
と
で

す
︒
こ
れ
は
日
常
の
生
活
の
中
で
積
極
的
に
行

動
し
て
い
る
高
齢
者
が
他
の
市
町
に
比
べ
て
多

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

基 山 町 の 健 康 づ く り

種 目 グループ 会員数

19
体

育

協

会

加

入

陸上競技協会 21

20 レクレーション協会 3 77

21 弓道 7

22 ボーリング 16

23 ミニテニス 2 27

24
町

主

催

通いの場（百歳体操） 12 245

25 スロージョギング教室 50

26 ふまねっと 18

27 総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

室内ペタンク 5

28 スポーツ吹矢 24

29 ガンバルーン体操 23

30

憩

の

家

筋力アップ体操 23

31 気功体操 15

32 レクレーション 10

33 脳トレ体操 11

34
Ｓ

Ｇ

Ｋ

気功体操 20

35 ポールウォーキング 20

36 なごみ（百歳体操） 13

ことがある人の割合（％）

趣味

関係

学習・

教養

老人

クラブ

町内会

自治会

収入の

ある

仕事

21.4 4.8 8.5 8.1 14.4

27.8 6.4 9.6 13.3 18.5
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目指せアクティブシニア特
集

種 目 グループ 会員数

1

体

育

協

会

加

入

空手協会 5

2 基肄山歩会 31

3 グラウンドゴルフ協会 14 212

4 剣道協会 10

5 柔道協会 5

6 ゴルフ協会 14 124

7 ソフトボール協会 33 648

8 ソフトテニス協会 42

9 太極拳協会 3 22

10 卓球協会 7 117

11 ターゲットバードゴルフ協会 28

12 テニス協会 47

13 バスケットボール協会 2 17

14 バドミントン協会 4 21

15 バレーボール協会 9 104

16 フットサル協会 4 34

17 ミニバレー協会 16 152

18 野球協会 11 214

「月１回以上」参加した

調査

人数

ボラン

ティア

スポーツ

関係

１市３町平均 3008 8.3 19.0

基 山 町 496 14.3 24.0

練
習
日
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

・
体
育
館
使
用
に
つ
い
て
は
調
整
会
が
あ

り
︑
練
習
日
が
確
保
さ
れ
る
の
で
よ
い
︒

・
町
主
催
の
場
合
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
が

付
く
が
︑
自
主
的
活
動
に
対
し
て
は

付
か
な
い
の
で
︑
付
け
て
ほ
し
い
︒

︵
憩
の
家
︶

・
近
隣
と
の
対
抗
試
合
で
は
数
コ
ー
ト
必

要
︒
コ
ー
ト
の
改
良
整
備
を
し
て
ほ
し

い
︒

︵
ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
テ
ニ
ス
︶

・
ト
イ
レ
が
な
い
︒
せ
め
て
水
場
が
欲

し
い
︒
︵
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
︶

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
小
石
が
多
く
︑

ボ
ー
ル
が
跳
ね
て
プ
レ
ー
に
差
し
支

え
る
︒

︵
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
︶

・
ト
イ
レ
が
洋
式
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
よ
か
っ
た
︒

︵
テ
ニ
ス
︶

・
運
動
等
に
理
解
が
あ
り
支
援
し
て
く
れ

る
基
山
の
企
業
が
あ
れ
ば
︑
人
材
が
も
っ

と
育
つ
と
思
う
︒

︵
体
育
協
会
会
長
︶

ま
と
め

誰
も
が
高
齢
者
に
な
っ
て
い
き
ま
す
︒
現

在
の
体
力
を
す
こ
し
で
も
長
く
維
持
し
︑
仲

間
と
と
も
に
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
汗
を

流
す
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
︒
そ
れ

が
ひ
い
て
は
健
康
寿
命
を
延
ば
し
︑
要
介
護

の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒

基
山
町
議
会
と
し
て
も
︑
町
民
の
健
康

づ
く
り
の
課
題
に
し
っ
か
り
目
を
向
け
︑

支
援
し
て
い
き
ま
す
︒

基 山 町 運 動
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公共工事 計画性の確立と丁寧な説明を

予算特別委員会審査報告

（令和３年度）

令
和
３
年
度
の
骨
格
予
算
で
あ

る
当
初
予
算
は
︑
前
年
度
比
約
１

億
９
５
０
０
万
円
減
の
70
億
４
０

６
４
万
円
︒
た
だ
し
︑
今
回
の
定

例
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
準
備
に
係
る
補
正
予
算
も

１
億
１
５
３
９
万
円
計
上
さ
れ
︑

実
質
︑
前
年
度
比
約
８
０
０
０
万

円
減
の
71
億
５
６
０
０
万
円
の
ス

タ
ー
ト
に
な
る
︒

集団接種会場での模擬訓練

財政運営

問 財政調整基金は本年度の

予算繰り入れにより、基

金残高6100万円に目減り

している。今後の財政運営計画は。

答 年度末の特別交付税ほか、諸々の交付金
の確定をもって、極力基金へ戻したいと
思っている。今後の財政運営について
は、歳出の抑制および自主財源の確保な
ど、これまでの指針どおり継続的に運営
していきたい。

提案 今後、財政調整基金の積み立てについ

て、さらなる拡充に努めること。

令和３年度施政運営方針

問 新型コロナウイルス感

染症対策への取り組み

として、近隣自治体では当初予算を増額

するところも多い。前年度当初予算より

も減額予算となった理由は。

答 本予算としては過去３番目に大きな予算

額である。プラチナ社会政策室の設置に

よる福祉関係の充実のほか、減災対策と

して個別事業の提案や、各区公民館への

支援拡充など、コロナ禍ではあるが、こ

れまで実行できなかった施策を総括的に

盛り込むことができた。

総合公園多目的運動場に設置された観覧席

ワクチン接種

公共工事の短中長期の計画等の検討

問 その期間と具体的内容は。

答 新たに設置する「公共工
事計画室」では、公共施
設等総合管理計画と併せ、道路の新設や
改良、その他、公共工事の優先順位も含
めて計画案を策定していく。１年間でま
とまらなければ令和４年度にも同様の方
針を打ち出すことも考えられる。

問 これまで公共施設建設では、補助金交付

を理由に実施を前倒ししてきた。本来、

総合計画に基づき年度計画を立てて行う

べきではなかったか、公共工事について

も公共施設等総合管理計画に沿って進め

ていくことが重要ではなかったか。

答 今後は懸案である葬祭公園、若基小学校
大規模改修工事、園部団地、下水道工事
などにも取り組んでいく必要がある。議
会に対しては計画性の確立と、丁寧な説
明に努めたい。

計画

計画的な公共工事を

運営
財政
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街なみ環境整備事業交付金で整備される水門跡付近

汚水ポンプ処理場建設

10年間の概算事業費約40億円

汚
水
ポ
ン
プ
場
建
設

工
事
費
の
概
算
は
︑
総

額
約
40
億
円
︒
今
後
10

年
間
の
事
業
計
画
お
よ

び
財
政
計
画
に
基
づ
き

進
め
ら
れ
る
︒

長
期
的
な
計
画
な
の

で
︑
工
期
や
事
業
内
容

の
変
更
で
事
業
費
が
増

加
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
︒
今
後
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

汚水ポンプ場完成予想図

下水道事業会計予算

問 事業計画および中長期
財政計画の内容は。

答 主に宝満川浄化センター
へ接続するための基山汚水ポンプ場建設
工事の計画。総額約40億円の概算事業費
となる見込みである。

提案 今後、人口減少、上水道の使用量の減
少などの影響も予想される。事業予算
の見通しが甘くならないように、財政
課と十分な調整を行うこと。

国民健康保険特別会計予算額

20億2582万円

後期高齢者医療特別会計予算額

２億5714万円

下水道事業会計

収益的収入予定額 ４億3794万円

収益的支出予定額 ４億1187万円

人口減、使用料減を見込んだ的確な予算の見通しに

インフラ整備

都市計画マスタープラン
策定業務

問 策定指針は。

答 都市計画の最上位計画に
なるので、農地や環境の保全に配慮しつ
つ、利便性が高いことなど、町の魅力を生
かした計画を立案し、町民や議会の意見を
反映した計画となるよう努めていきたい。

提案 町の20年後を見据えた計画なので、全
体構想、地域別構想を含め、基山町の
特性を生かした計画となるよう十分配
慮すること。

街なみ環境整備事業交付金

問 交付金の対象となる事業は。

答 歴史的風致維持向上計画
に基づくもので、本年度
は９つの事業が対象になる。

提案 街なみ環境整備事業は10年間にわたって
実施されるが、今後も事業の全体像が把
握できるような説明を行っていくこと。

急傾斜地災害対策事業

問 急傾斜地の所有者と隣
接する宅地の所有者が
異なる場合の対応は。

答 急傾斜地43件46カ所に対してカルテを
作成したので、対象地域に訪問し説明を
行う予定である。所有者が異なる場合
は、双方の合意に基づき、どちらが行っ
ても補助対象となる。

提案 今回は100万円の予算計上であるが、
申請件数に応じ、補正を組み対応する
こと。

トイレ・駐車スペースを新設

令
和
３
年
度
特
別
会
計

下水

策定

街なみ

災害
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全議案および賛否表全議案および賛否表

令和３年 第1回定例会（3月1日∼19日）

全会一致で可決・承認した議案

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

重

松

一

徳

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

松

石

信

男

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案
番号

議 案 名

令和３年 第１回定例会（３月１日∼19日）

議案３
あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の一部改正
について

議案11 令和３年度国民健康保険特別会計予算

議案12 令和３年度後期高齢者医療特別会計予算

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案１
地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

議案８
令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

議案２ 町職員の旅費に関する条例の一部改正について 議案９ 令和２年度下水道事業会計補正予算（第５号）

議案４ 国民健康保険条例の一部改正について 議案10 令和３年度一般会計予算

議案５ 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 議案13 令和３年度下水道事業会計予算

承認１
専決処分の承認を求めることについて（令和
２年度一般会計補正予算（第８号））

議案14 令和２年度一般会計補正予算（第10号）

議案６ 令和２年度一般会計補正予算（第９号） 議案15 令和３年度一般会計補正予算（第１号）

議案７
令和２年度国民健康保険特別会計補正予算
(第６号）

発議１ 町議会会議規則の一部改正について

基山町選挙管理委員会委員および同補充員の選挙を行いました

任期満了（令和３年３月30日満了）に伴う次期委員の選挙を３月11日の本会議にて行

いました。新委員および補充員の任期は令和３年３月31日から令和７年３月30日までに

なります。

●選挙管理委員 ●選挙管理委員補充員

・髙宮 和彦 氏（14区） ・田中 修一 氏（15区）

・有田貴美子 氏（10区） ・天本 則幸 氏（８区）

・寺﨑 道生 氏（２区） ・牟田 功 氏（３区）

・赤坂 清 氏（13区） ・長野 祐一 氏（12区）
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学校に設置されるサーモカメラ 親子でリトミック（多世代交流センター）

〇返礼品などに 8400万円

〇業務委託料などに 2687万円

〇ふるさと応援寄附金積立金へ 8913万円

使途内訳

主な事業

令和２年度一般会計補正予算（専決処分）

ふるさと納税２億円を追加し、12億円に

令和２年度一般会計補正予算

新型コロナ感染症対策など 総額106億2992万円

財政状況

〇財政調整基金（町の貯金） ３億1558万円

昨年比 △１億2204万円

〇公共施設整備基金（公共施設の整備に要する資金）

６億9332万円

昨年比 △１億1541万円

〇ふるさと応援寄附基金 ９億1182万円

昨年比 ２億2794万円
大型車の振動に悩む沿線住民

〇新型コロナウイルス感染症ワクチン対策事業：433万円

準備室設置のための備品購入（机や椅子など）

〇保育園、小・中学校の備品購入：475万円

空気清浄機、サーモカメラ、消毒液などの購入（新型コロナ感染症対策）

〇子育て環境等緊急支援事業：472万円

ひとり親家族へ児童１人当たり１万円、生活保護受給者世帯等へ１世帯当た

り１万円、生活保護受給者単身世帯へ８千円を支給

〇町道の舗装補修と道路改良工事：1596万円

白坂久保田２号線、桜町・伊勢山線の舗装補修、三国・丸林線の道路改良工事
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第
１
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問

こ
れ
ま
で
、
国
と
の
人

事
交
流
に
は
条
例
改
正

は
必
要
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

違
い
は
何
か
。

答

こ
れ
ま
で
は
九
州
経
済

産
業
局
な
ど
か
ら
の
赴

任
で
あ
り
︑
居
所
の
変
更
が
な

か
っ
た
︒
今
回
は
遠
方
か
ら
の

赴
任
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
の

必
要
が
生
じ
た
︒

問

今
後
、
遠
方
の
地
方
公

共
団
体
な
ど
と
の
人
事

交
流
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答

現
在
は
考
え
て
い
な
い
︒

ま
た
︑
職
員
研
修
な
ど

は
身
分
が
基
山
町
職
員
の
ま
ま

行
う
た
め
人
事
交
流
の
扱
い
と

な
ら
な
い
︒

提
案

今
回
の
人
事
交
流
案
件

に
つ
い
て
は
、
日
程
的
に
切
迫

し
た
状
況
で
赴
任
職
員
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
条
例
改
正
が
急

務
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
改
正

を
行
う
場
合
は
、
議
会
へ
事
前

に
説
明
を
行
う
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

地
方
債
補
正

減
収
補
て
ん
債

２
０
６
９
万
円

問

減
収
補
て
ん
債
と
し
て

地
方
債
の
補
正
が
行
わ

れ
て
い
る
。
理
由
と
内
容
を
示

せ
。答

基
準
財
政
収
入
額
減
収

分
の
地
方
消
費
税
交
付

金
１
２
３
０
万
円
︑
地
方
揮
発

油
譲
与
税
80
万
円
︑
町
た
ば
こ

税
７
５
０
万
円
程
度
の
減
収
補

て
ん
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
町
税
等

の
減
収
を
補
う
た
め
行
う
も
の

で
あ
る
︒

若
基
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

工
事
に
伴
う
補
正１

３
５
３
万
円

問

工

事

の

計

画

は

ど

う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

国
か
ら
第
３
次
補
正
予

算
の
調
査
が
あ
り
︑
令

和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
た
体

育
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
の

追
加
を
打
診
し
︑
認
可
内
示
が

あ
っ
た
た
め
︑
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
︒

問

今
後
、
校
舎
等
の
大
規

模
改
造
工
事
も
計
画
さ

れ
る
と
思
う
が
、
若
基
小
学
校

の
児
童
数
の
減
少
等
を
考
え
た

場
合
、
教
室
の
利
活
用
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

学
校
施
設
の
利
用
の
仕

方
や
児
童
数
の
減
少
な

ど
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
な
が
ら
︑

計
画
し
て
い
く
︒

提
案

若
基
小
、
基
山
小
の
児

童
数
の
状
況
を
踏
ま
え
、
大
規

模
改
造
工
事
に
つ
い
て
は
施
設

を
含
め
た
教
育
環
境
に
考
慮
し

計
画
す
る
こ
と
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

若基小学校体育館トイレの洋式化若基小学校体育館トイレの洋式化

若基小学校体育館トイレ改修（洋式化） 若基小学校体育館
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踏
切
改
良
工
事

９
３
１
７
万
円

問

踏
切
工
事
の
概
要
は
。

答

歩
道
を
新
設
し
︑
国
道
３

号
線
か
ら
の
侵
入
・
進
出

を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
︒

問

三
国
・
丸
林
線
拡
幅
工
事

の
終
了
年
度
は
。

答

令
和
５
年
度
を
完
成
予

定
と
し
て
い
る
︒

提
案

複
数
年
度
に
ま
た
が
る

事
業
は
予
算
概
要
と
年
度
計
画

表
を
提
示
す
る
こ
と
。

子
ど
も
も
５
０
０
円
に

イ
ン
フ
ル
予
防
接
種

４
２
６
万
円
増
額

問

65
歳
以
上
は
１
回
５
０
０

円
だ
が
、
子
ど
も
は
。

答

１
回
３
５
０
０
円
の
費

用
に
２
０
０
０
円
補
助

し
て
い
る
︒
２
回
接
種
で
３
０

０
０
円
の
負
担
に
な
る
︒

提
案

子
ど
も
も
５
０
０
円
接

種
に
し
て
、
負
担
軽
減
を
。

移
住
支
援
策
、
年
度
途
中
で

終
了
し
な
い
よ
う
に

子
育
て
・
若
者
世
帯
の
住
宅

取
得
補
助
金
２
２
０
万
円
減
額

当
初
予
算
は
２
千
万
円
だ
が
︑

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
住
宅
建

設
工
事
が
長
期
化
し
て
︑
年
度
内

完
成
が
難
し
く
減
額
に
な
っ
た
︒

問

申
請
件
数
と
移
住
者
数
は
。

答

56
件
の
申
請
で
１
２
３
人

の
移
住
者
が
あ
っ
た
︒

問

令
和
３
年
度
の
見
通
し
は
。

答

民
間
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建

設
や
住
宅
開
発
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
住
宅
取
得
補

助
金
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
︒

提
案

移
住
・
定
住
の
取
り
組
み

と
し
て
、
住
宅
取
得
補
助
金
以
外

に
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
や
移

住
支
援
金
等
が
あ
る
。
年
度
途
中

で
支
援
策
を
終
了
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
町
単
独
の
財
源
を
活

用
し
て
継
続
す
る
こ
と
。

イ
ノ
シ
シ
の
新
商
品
開
発
を

イ
ノ
シ
シ
駆
除
対
策
協
議
会
負

担
金

32
万
円
減
額

問

解
体
処
理
施
設
へ
の
イ

ノ
シ
シ
の
持
ち
込
み
状

況
は
。

答

年
間
目
標
は
50
頭
だ
が
︑

令
和
元
年
度
は
19
頭
︑
令

和
２
年
度
は
29
頭
に
な
る
︒

問

新
た
な
商
品
開
発
は
。

答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ

り

イ

ノ

シ

シ

ハ

ン

バ
ー
グ
の
商
品
開
発
が
行
わ
れ

て
い
る
︒

提
案

加
工
技
術
の
向
上
、
販
路

の
開
拓
に
取
り
組
む
こ
と
。

町道「三国・丸林線」拡幅工事、令和５年度完成予定町道「三国・丸林線」拡幅工事、令和５年度完成予定

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

狩猟免許取得の

地域おこし協力隊

安全に通行できるように

移住・定住で新たな街並み
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一般質問11人が 町 政 を問う

11人が町政を問う
一一般質問般質問一般質問般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問することをいいます。質問する項目は事前に
通告します。時間内であれば、納得がいくまで
何度も質問できる「一問一答方式」を採用してい
ます。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延べ83人）

基
山
小
学
校
の
教
室
不
足
は

問

定
数
改
定
で
基
山
小
学
校
は
３
年

生
ま
で
が
４
ク
ラ
ス
に
な
る
。
普
通
教

室
も
特
別
支
援
教
室
も
不
足
し
て
い

る
。
将
来
的
に
も
対
策
は
あ
る
の
か
。

答

通
級
指
導
教
室
と
パ
ソ
コ
ン
室
の

改
修
を
行
い
普
通
教
室
に
し
た
い
︒

問

基
山
小
は
教
室
不
足
、
若
基
小
は

児
童
減
。
思
い
切
っ
た
学
区
変
更
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答

学
区
変
更
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
︒

小
規
模
特
認
校
制
度
で
今
後
も
周
知
を

行
い
な
が
ら
︑
学
校
規
模
の
適
正
化
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

問

難
聴
を
放
置
し
て
い
る
と
生
活
の

質
が
ど
う
変
化
す
る
と
思
う
か
。

答

日
常
生
活
で
テ
レ
ビ
や
電
話
の
音

が
聞
き
取
れ
ず
︑
ひ
い
て
は
周
り
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
減
少
す
る
︒

ま
た
︑
災
害
時
避
難
が
遅
れ
る
な
ど
︒

問

聞
こ
え
方
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ

て
も
放
置
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
く
い

る
。
健
診
で
聴
力
検
査
を
取
り
入
れ
、

実
態
の
把
握
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

高
齢
者
の
難
聴
は
︑
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
で
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
︒
検
査
の
検
討
は
必

要
だ
と
考
え
る
︒

問

全
国
的
に
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
助
成
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
。
高
価

な
た
め
購
入
で
き
な
い
高
齢
者
が
多

い
。
助
成
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

答

町
は
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
︒
難
聴
の
方
の
状
況
や
要
望

調
査
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

大

山

勝

代
議
員

問

補
聴
器
購
入
の
助
成
検
討
を

答

有
用
性
の
見
解
を
伺
い
検
討
し
た
い

補聴器を付けた方
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

答

区
の
運
営
委
員
会
に
参
加
︒
地
域

実
情
の
把
握
と
問
題
解
決
に
向
け
た
支

援
や
︑
依
頼
に
応
じ
た
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
︒

問

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
展
望
を
示
せ
。

答

制
度
は
定
着
し
て
き
て
い
る
が
︑

活
動
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
︒
よ
り
良
い
制
度
に
し
て

い
く
と
と
も
に
︑
地
域
の
声
を
聴
く
貴

重
な
機
会
で
も
あ
る
の
で
︑
制
度
は
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

地
域
担
当
職
員
制
度
を
導
入
し
た

目
的
・
狙
い
は
。

答

地
域
と
行
政
の
﹁
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
の
推
進
と
︑﹁
地
域
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
﹂
を
支
援
す
る
た
め
に
︑
平
成

24
年
度
に
施
行
し
た
制
度
︒
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
で
︑
地
域
と
行
政
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
︑
信
頼
関

係
の
構
築
に
よ
り
︑
地
域
の
活
性
化
と

行
政
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
︒

問

１
行
政
区
当
た
り
の
職
員
数
お
よ

び
構
成
は
。

答

各
区
に
３
人
配
置
︒
管
理
職
︑
係

長
職
︑
一
般
職
で
構
成
し
て
い
る
︒

問

職
員
の
任
期
は
。

答

原
則
２
年
間
︒
再
任
は
可
能
︒

問

17
区
を
４
班
に
分
け
、
班
長
を
任

命
し
て
い
る
体
制
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答

変
わ
り
な
く
維
持
し
て
い
る
︒

問

職
員
の
活
動
実
績
は
。

問

地
域
担
当
職
員
制
度
の
今
後
は

答

制
度
は
継
続
し
て
い
き
た
い

河

野

保

久
議
員

基山町行政の本丸・基山町庁舎

就
学
援
助

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
支
給
を

問

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
を
失
く
し
た

り
、
減
収
に
な
っ
た
家
庭
に
教
育
費
は

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
基
山
町
は

生
活
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
以
下
の
世

帯
に
学
用
品
や
修
学
旅
行
費
、
給
食
費

な
ど
の
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

援
助
項
目
の
中
に
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生

徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
支
給
さ
れ
て

い
な
い
。
援
助
が
必
要
だ
。

答

ク
ラ
ブ
活
動
の
登
録
費
︑
生
徒
会

費
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
支
給
す
る
に
は
約

30
万
円
必
要
だ
が
︑
福
岡
県
な
ど
近
郊

の
市
町
村
も
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
︑

支
給
に
向
け
て
検
討
し
て
行
き
た
い
︒

問

特
別
障
害
者
手
当
と
は
何
か
。

答

20
歳
以
上
の
在
宅
介
護
で
︑
身
体

障
害
者
１
・
２
級
程
度
で
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
に
月
額
２
万
７
３
５
０
円
が
支
給

さ
れ
る
︒

問

受
給
要
件
と
は
何
か
。

答

本
人
︑
配
偶
者
︑
扶
養
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
︒
施
設
入
所
︑

病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
人
は
対
象
外
︒
た
だ
し
︑
介
護
保
険

の
要
介
護
４
・
５
の
人
は
障
害
者
手
帳

が
な
く
て
も
︑
ま
た
︑
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
︑
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
入
居
者
も
申
請
で
き
る
︒

問

３
年
間
で
申
請
が
２
件
、
受
給
者

10
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
手
当

の
周
知
徹
底
を
求
め
る
。

答

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
保
険

証
郵
送
の
際
︑
説
明
書
の
同
封
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
を
す
る
よ
う
に
介

護
保
険
組
合
に
要
望
す
る
︒

問

特
別
障
害
者
手
当

少
な
い
申
請

答

２
・
７
万
円

要
介
護
者
も
対
象
の
可
能
性

松

石

信

男
議
員

基山町の就学援助費

・学用品費、通学用品費

・校外活動費

・修学旅行費

・新入学児童生徒学用品費

・医療費

・学校給食費
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一般質問

問

消
防
格
納
庫
は
、
市
町
村
が
管
理
す

る
と
消
防
組
織
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
基
山
町
で
は
各
区
自
治
会
が
管
理
し

て
い
る
。
法
律
に
抵
触
し
な
い
の
か
。

答

従
前
か
ら
各
区
自
治
会
で
管
理
さ

れ
て
き
て
い
る
︒

町
に
お
け
る
押
印
廃
止
の
取
り
組
み

は
進
ん
で
い
る
の
か

問

押
印
廃
止
の
対
象
と
な
る
申
請
書

等
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

約
９
０
０
種
類
が
対
象
で
︑
令
和

３
年
度
中
に
は
︑
で
き
る
も
の
か
ら
順

次
押
印
廃
止
を
実
施
し
て
い
く
︒

問

少
子
高
齢
化
に
よ
る
団
員
確
保
の

問
題
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
は
。

答

消
防
委
員
会
︑
消
防
団
幹
部
︑
区

長
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
︒

問

団
員
の
報
酬
、
出
動
手
当
等
が
他

市
町
よ
り
低
額
で
あ
る
。
引
き
上
げ
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答

低
額
な
の
は
認
識
し
て
い
る
︒
今

後
の
団
員
の
処
遇
改
善
と
と
も
に
︑
検

討
し
て
い
く
︒

問

団
員
が
災
害
活
動
等
で
被
災
し
た

マ
イ
カ
ー
等
の
共
済
制
度
に
加
入
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答

今
後
検
討
し
て
い
く
︒

問

各
部
の
統
廃
合
や
再
編
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
基
本
方
針
を
策
定
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答

基
本
方
針
は
策
定
し
な
い
︒
各
部

ご
と
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
︑
対
応

策
を
検
討
し
て
い
く
︒ 問

消
防
団
の
現
状
と
課
題
は

答

消
防
団
員
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
認
識

鳥

飼

勝

美
議
員

の
優
先
順
位
の
見
え
る
化
な
ど
に
取
り

組
み
︑
町
民
の
理
解
を
得
て
事
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

災
害
避
難
所
に
間
仕
切
り
テ
ン
ト
や

非
常
用
ト
イ
レ
の
配
備
を

問

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

や
、
ト
イ
レ
不
足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
。
簡
易
的
に
設
置
で
き

る
間
仕
切
り
テ
ン
ト
や
非
常
用
ト
イ
レ

を
防
災
倉
庫
に
配
備
し
て
は
。

答

間
仕
切
り
に
つ
い
て
は
︑
パ
ー

テ
ー
シ
ョ

ン
等
を
含
め
︑
今
後
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

今
後
の
税
収
の
見
込
み
と
施
策
は

問

令
和
２
年
度
と
３
年
度
以
降
の
町

民
税
収
の
見
込
み
は
。

答

令
和
２
年
度
は
元
年
度
の
所
得
が

基
礎
と
な
り
︑
大
き
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
な
い
が
︑
来

年
度
以
降
は
︑
予
測
は
難
し
い
が
厳
し

い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
︒

問

町
民
は
、
令
和
元
年
度
実
績
で
課

税
さ
れ
、
今
そ
の
影
響
を
受
け
苦
し
ん

で
い
る
。
今
後
の
施
策
は
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
の
か
。

答

健
康
を
は
じ
め
と
し
た
町
民
の
皆

さ
ま
の
安
心
・
安
全
に
加
え
︑
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
な
ど
に
よ
る
消
費
の
喚

起
や
︑
町
を
元
気
づ
け
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
推
進
す
る
︒

問

今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答

こ
の
機
に
︑
一
度
立
ち
止
ま
り
︑

公
共
工
事
や
行
政
と
地
域
住
民
の
役
割

分
担
の
見
直
し
︑
さ
ら
に
公
共
工
事
等

問

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
町
政
の
考
え
は

答

こ
の
機
に
︑
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
む

桒

野

久

明
議
員

間仕切りテント（例）

町が管理すべき消防格納庫
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問

農
地
集
積
に
向
け
て
貸
借
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
︒

答

農
業
経
営
基
盤
促
進
法
に
基
づ
く

貸
借
は
平
成
30
年
度
か
ら
の
３
年
間
で

92
ha
に
な
る
。

問

農
地
集
積
を
一
層
進
め
る
た
め
に

も
借
地
料
と
し
て
一
反
当
た
り
１
万
円

の
補
助
が
で
き
な
い
か
︒

答

貸
借
は
信
頼
関
係
が
一
番
大
事
で
、

今
後
と
も
農
地
集
積
に
努
力
し
た
い
。

農
地
の
集
積
に
よ
り
、
農
業
基
盤
の

強
化
を
目
指
す
た
め
に

問

３
地
区
︵
園
部
・
基
山
・
長
野
小

倉
︶
の
集
落
営
農
の
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地

面
積
と
会
員
数
は
。

答

園
部
営
農
組
合
は
53
ha
︑
１
０
５

人
︒
基
山
地
区
営
農
組
合
は
61
ha
︑
１

８
６
人
︒
長
野
小
倉
地
区
営
農
組
合
は

34
ha
︑
66
人
︒
３
営
農
組
合
を
合
わ
せ

る
と
１
４
８
ha
︑
３
５
７
人
に
な
る
︒

問

営
農
組
合
の
今
後
の
課
題
は
。

答

３
組
織
と
も
会
員
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
︒
ま

た
︑
共
同
乾
燥
施
設
の
今
後
の
運
営
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

問

営
農
組
合
の
統
廃
合
の
可
能
性

は
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
営
農

を
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
︑
統
合
の
議

論
が
始
ま
れ
ば
︑
町
と
し
て
協
力
︑
支

援
を
し
て
い
く
︒

問

営
農
組
合
の
課
題
は

答

高
齢
化
と
後
継
者
不
足

重

松

一

徳
議
員

農業を守るために活動する就農者

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
通
話
録
音
装
置
を

問

鳥
栖
警
察
署
管
内
の
詐
欺
被
害
は
。

答

令
和
元
年
度
の
︑
ニ
セ
電
話
被
害

件
数
は
12
件
で
被
害
額
は
約
２
５
０
０

万
円
︒
本
町
の
被
害
は
な
か
っ
た
︒

問

県
内
の
詐
欺
被
害
に
お
け
る
高
齢

者
の
割
合
と
被
害
額
の
割
合
は

答

件
数
は
50
％
以
上
︑
被
害
額
は
80

％
以
上
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
︒

問

高
齢
者
に
通
話
録
音
装
置
の
設
置

補
助
が
で
き
な
い
か
。

答

留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
︒

防
災
、
避
難
所
運
営
に
女
性
の
視
点
を

問

会
議
に
女
性
委
員
の
比
率
を
あ
げ

る
と
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

答

防
災
指
針
の
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
議
論
し
策
定
す
る
会
議
で
︑
さ
ま

ざ
ま
な
女
性
委
員
の
目
線
が
反
映
さ
れ

る
︒

問

佐
賀
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
に
、
こ
れ
ま
で
女
性
受
講
者
数
は
。

ま
た
、
町
の
女
性
防
災
士
の
人
数
は
。

答

町
か
ら
の
女
性
受
講
者
の
実
績
は

な
い
︒
今
後
は
女
性
に
も
案
内
す
る
︒

防
災
士
30
人
の
う
ち
︑
女
性
は
１
人
︒

問

避
難
所
運
営
が
長
引
い
た
場
合
、

女
性
に
配
慮
し
た
対
策
は
何
が
考
え
ら

れ
る
か
。

答

授
乳
室
の
設
置
や
女
性
用
品
の
準

備
︑
女
性
同
士
で
会
話
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
︑
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
工
夫

が
必
要
で
あ
る
︒

問

防
災
会
議
の
女
性
委
員
は
何
人
か

答

委
員
19
人
の
う
ち
︑
女
性
は
２
人

大
久
保

由
美
子
議
員

だまされないで！その電話

※
佐
賀
県
警
察

啓
発
広
報
よ
り
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一般質問

答

公
共
工
事
の
短
中
長
期
計
画
等
で

工
事
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
︒

信
号
機
設
置
の
検
討
を

問

町
道
秋
光
・
久
保
田
線
と
荒
寵
線

の
丁
字
路
︵
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
前
横
断

歩
道
︶
に
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
を

設
置
で
き
な
い
か
。

答

交
通
量
調
査
や
地
元
と
の
協
議
を

行
い
︑
必
要
が
あ
れ
ば
佐
賀
県
警
本
部

に
要
望
す
る
︒

町
の
魅
力
発
信
の
一
つ
と
し
て
基
山

Ｐ
Ａ
付
近
に
駐
車
場
の
設
置
を

問

基
山
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
︵
以
下
、

Ｐ
Ａ
︶
上
り
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
付

近
の
農
地
等
を
駐
車
場
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

答

駐
車
場
が
あ
れ
ば
︑
多
く
の
町
民

が
車
で
Ｐ
Ａ
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

ふ
る
さ
と
名
物
市
場
を
含
め
た
店
舗
が

活
性
化
す
る
と
と
も
に
︑
基
山
町
の
魅

力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
︒
一
方
で
︑
駐
車
場
を

設
置
し
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
︑
多
く

の
予
算
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
︒
ま
ず

は
︑
上
り
線
基
山
Ｐ
Ａ
内
の
未
利
用
地

の
活
用
を
含
め
て
︑
管
理
会
社
の
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
︒

安
全
対
策
と
し
て
早
期
設
置
を

問

洪
水
被
害
、
転
落
等
の
防
止
策
と

し
て
、
高
島
団
地
内
、
山
下
川
の
未
設

置
地
箇
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
で

き
な
い
か
。

問

基
山
Ｐ
Ａ
付
近
に
駐
車
場
の
設
置
を

答

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
協
議
を
行
う

松

石

健

児
議
員

慢性的な路上駐車（基山ＰＡ上り施設裏）

問

学
級
担
任
と
教
科
担
任
の
連
携
を

ど
う
図
る
の
か
。

答

学
級
担
任
が
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
に
目
が
届
か
な
い
時
間
が
増
え
︑
子

ど
も
の
変
化
や
悩
み
に
気
づ
き
に
く
く

な
る
こ
と
や
︑
学
級
担
任
と
の
距
離
が

で
き
て
戸
惑
う
子
ど
も
が
で
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
︒

学
級
担
任
と
各
教
科
担
任
の
先
生
が

頻
繁
に
話
し
合
っ
て
︑
情
報
共
有
や
相

談
を
頻
繁
に
行
う
必
要
が
あ
る
︒

天

本

勉
議
員

問

小
学
校
教
科
担
任
制
導
入

見
通
し
は

答

令
和
４
年
度
か
ら
全
国
で
実
施
予
定

真剣に問題を解く子どもたち

問

令
和
３
年
１
月
、
中
央
教
育
審
議

会
︵
中
教
審
︶
か
ら
小
中
高
校
の
教
育

の
在
り
方
に
関
す
る
答
申
が
文
部
科
学

省
に
な
さ
れ
、
そ
の
中
に
小
学
校
教
科

担
任
制
導
入
が
示
さ
れ
て
い
る
。
導
入

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答

教
科
担
任
制
は
︑
令
和
４
年
度
か

ら
全
国
で
導
入
さ
れ
る
方
向
で
検
討
さ

れ
て
い
る
︒
対
象
は
５
︑
６
年
生
で
教

科
も
全
部
で
は
な
く
︑
外
国
語
や
理
科
︑

算
数
な
ど
一
部
と
な
る
見
通
し
で
あ

る
︒

問

導
入
に
よ
る
効
果
は
何
か
。

答

教
師
の
専
門
性
が
生
か
さ
れ
︑
よ

り
分
か
り
や
す
く
︑
質
の
高
い
授
業
に

で
き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
は
な

い
か
と
考
え
る
︒

教
科
担
任
制
は
︑
複
数
の
学
級
で
同

じ
授
業
が
で
き
る
の
で
︑
準
備
の
負
担

が
減
る
︒
ま
た
︑
学
級
担
任
は
家
庭
と

の
連
絡
や
テ
ス
ト
の
採
点
︑
事
務
処
理

を
進
め
ら
れ
る
た
め
︑
教
員
の
﹁
働
き

方
改
革
﹂
に
も
つ
な
が
る
︒
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足
り
る
と
思
う
︒

問

短
期
雇
用
で
の
保
健
師
確
保
は
ど

こ
の
自
治
体
も
苦
慮
し
て
い
る
。
常
勤

採
用
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

答

す
で
に
数
人
採
用
し
て
い
る
︒

問

基
山
町
食
育
推
進
計
画
の
見
直
し

時
期
が
７
年
過
ぎ
て
い
る
。
見
直
し
は

す
る
の
か
。

答

今
後
︑
健
康
増
進
計
画
改
定
時
に

見
直
す
︒

問

糖
尿
病
、
腎
疾
患
、
認
知
症
と
フ

レ
イ
ル
に
着
目
し
た
理
由
は
何
か
。

答

特
定
健
診
の
結
果
等
か
ら
腎
臓
疾

患
と
糖
尿
病
が
医
療
費
に
占
め
る
割
合

が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
予
備
軍
も

多
く
︑
糖
尿
病
に
起
因
す
る
慢
性
腎
臓

病
や
認
知
症
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
︒

問

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健

診
結
果
だ
け
で
町
全
体
を
把
握
で
き
る

の
か
。
把
握
す
る
材
料
が
少
な
す
ぎ

る
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
っ
た
の
か
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
っ
て
い
な
い
︒

町
の
医
療
機
関
が
健
康
保
険
組
合
に
提

出
す
る
診
療
報
酬
明
細
書
も
分
析
に
加

え
て
い
る
︒
問
題
な
い
︒
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
︒
温
か
く
見
守
っ
て
ほ

し
い
︒

問

町
民
の
健
康
を
守
る
保
健
師
の
数

は
足
り
て
い
る
の
か
。
休
み
の
な
い
保

健
師
も
い
る
。

答

今
休
業
中
の
２
人
が
復
帰
す
れ
ば

問

健
康
増
進
計
画
と
は
何

答

糖
尿
病
等
の
３
疾
患
予
防
で
あ
る

中

村

絵

理
議
員健康がいちばん

町
民
の
見
守
り
で
防
犯
を
強
化
せ
よ

問

な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
を
検

証
し
、
既
存
の
登
録
者
の
再
活
性
と
新

規
登
録
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
せ
よ
。

答

令
和
３
年
２
月
現
在
４
１
１
人
の

方
に
登
録
を
し
て
頂
い
て
い
る
︒
犯
罪

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
防
犯
対
策
の
充
実
に
努
め
る
︒

問

犯

罪
、

事

故

の

抑

止
、
事
件
解

決
に
町
民
所

有
の
ド
ラ
イ

ブ

レ

コ

ー

ダ
ー
を
了
承

を
得
て
町
で

登
録
し
活
用
で
き
な
い
か
。

答

他
自
治
体
で
見
守
り
協
力
者
を
募

集
し
︑
警
察
と
連
携
し
て
﹁
動
く
防
犯
カ

メ
ラ
﹂
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
︒
前
向
き
に
検
討
し
た
い
︒

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を

問

基
山
町
の
良
さ
は
町
民
が
穏
や
か

で
行
政
区
と
そ
の
下
の
行
政
組
合
が
健

全
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
環
境
整
備
、
防
犯
・
防
災
、
青

少
年
育
成
、
伝
統
行
事
の
継
承
な
ど
に

貢
献
し
て
い
る
。
制
度
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
。

維
持
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答

町
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
︒
区
︑
地
区

ご
と
に
状
況
が
違
う
の
で
背
景
や
地
域

性
に
合
わ
せ
た
対
策
を
考
え
て
い
く
︒

問

基
山
町
に
移
住
し
て
い
た
だ
く
世

帯
に
行
政
区
・
行
政
組
合
制
度
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
転
入
手
続
き
の
際
に
住
民

課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
案
内
チ
ラ
シ

を
使
い
広
報
し
て
ほ
し
い
。

答

基
山
町
の
良
さ
を
正
し
く
知
っ
て

頂
く
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
案
内
チ

ラ
シ
の
見
直
し
を
す
る
︒

問

町
は
行
政
組
合
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

答

住
民
生
活
に
欠
く
事
の
で
き
な
い
も
の

末

次

明
議
員

ながらパトロール風景
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令和３年 第２回基山町議会定例会 会期の予定

６月４日（金）〜11日（金）

休日議会 一般質問 ６月５日（土）・６日（日）

議会を傍聴してみませんか。多くの皆さまの傍聴をお待ちしております。

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

園部団地の建て替えは？

神の浦ため池跡地を第一優先候補地に検討
令和２年11月に開催した「第８回町議会と語ろう会」にて皆さまよりたくさんの声を届

けて頂きました。今回号はその場でお答えできなかった質問、課題について町役場執行

部より回答して頂きました。詳細はホームページに記載しています。

問 田畑が宅地化されると雨水等の浸水量が減

り、はけ口が無くなる。豪雨等での宅地冠

水が心配。対策はしているのか。

答 都市計画法の規定により、市街化区域で
1000㎡以上の開発を行う場合は開発許可申
請が必要となっており、当該申請がなされ
た際に県の開発技術的基準に則り、開発業
者等に雨水排水の対策依頼を行っていま
す。

問 町内の各道路に蓋のないU字溝がある。幅

員確保にもつながるので側溝蓋を設置して

ほしい。

答 側溝の蓋掛けは土砂堆積物撤去への支障や
既存構造物の強度不足もあり蓋掛けのみが
できない場合が多く、路線全体を検討する
必要があります。現在13区の側溝蓋の敷設
を行っており、今後も地元行政区と協議し
ながら順次敷設していきます。

問 きやまウォークはとても良かった。一つの

行事として今後、継続実施できないか。

答 きやまウォークは、町民大会の代替えイベン
トとして各区の体育部長・体育委員の皆さま
をはじめ多くの方のご協力により開催するこ
とができました。来年度は、町民体育大会の
開催を予定しており、現段階では、きやま
ウォークの開催は未定です。今後新たなイベ
ントとしての開催につきましては、関係団体
と協議し、検討してまいります。

問 個人所有の農地等に隣接する公共用地の道

路、水路についてはこれまで隣接地権者で

草刈りを行っているが、耕作放棄地もあり

のり面の草刈りを行っていない箇所が増え

てきている。今後、高齢化が進む中、環境

美化維持の観点から委託を含めた町有地の

維持・管理の検討が必要ではないか。

答 町道・里道・水路等の町有地の管理につい
ては町で管理している部分、アダプトプロ
グラムや美化活動など地域や団体、個人に
より維持管理されている部分など状況はさ
まざまです。今後は、地域や団体、個人に
よる草刈りなど、維持管理活動をさらに活
性化できるよう支援体制を強化することに
より、対策を進めてまいります。

問 基山駅前にコインロッカーを設置してほしい。

答 設置することで、来訪者の利便性向上に繋
がると思うので設置場所や運営方法を検討
します。

町道に接する、のり面
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委

員

長

松
石

健
児

副
委
員
長

大
山

勝
代

委

員

重
松

一
徳

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員末
次

明

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

や
ま
な
い
雨
は
な
い

春
は
芽
吹
き
の
季
節
。
見
上
げ
れ
ば

桜
、
木
蓮
、
辛
夷
、
蘇
芳
。
路
傍
に
は
菫
、

蒲
公
英
、
仏
の
座
⋮
さ
ま
ざ
ま
な
木
や
草

の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

楽
し
い
季
節
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
に
入
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
よ
う
や
く
日
程
が
決
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
副
作
用
の
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
接
種
し
て
う
つ
ら
な
い
う
つ
さ
な
い

状
況
を
作
る
こ
と
が
肝
心
か
と
。
﹁
明
け

な
い
夜
は
な
い
﹂
﹁
や
ま
な
い
雨
は
な
い
﹂

と
言
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ

収
束
を
願
っ
て
⋮

(
大
山
)

見上げれば辛夷

問 けやき台南入口（セブンイレブン）の交差

点から開通した町道三国・丸林線までの信

号機に交差点名の標示がない。来客や外部

者に道を教えるにも目印がなくて困るので

標示してほしい。また、ＪＲけやき台駅の

案内標示板を設置してほしい。

答 信号機に交差点名の標示板を設置すること

は町で出来るため、文字数や標示板の大き

さ等を警察と協議し、令和３年度中に設置

したいと考えています。また、ＪＲけやき

台駅の案内標示板の設置は地元行政区と協

議、検討していきます。

問 空き家が増えている。倒壊の恐れがある空

き家もあり、国の制度を含め調査を行い、

対策を講じていく必要がある。

答 基山町内に存在する倒壊の恐れがある空き

家については、法律・規則に基づき「特定

空き家」に認定し、国の交付金を活用しな

がら除却を行っております。今後も基山町

空家等対策協議会と連携し法律・規則に基

づいた助言・指導・勧告を行いながら空き

家の所有者に対し、適切な管理を依頼して

いきたいと考えております。

問 園部団地の老朽化による建て替えはどう

なっているのか。第１区に建て替えてほし

い。

答 令和２年に策定した「園部団地建替事業に

関する基本方針」では、建て替え候補地に

ついては非現地建て替えを基本として、「神

の浦ため池跡地」を第一優先候補地、「本桜

ちびっこ広場」を第二優先候補地に設定し

ております。

問 基山に移住してきたが基山の歴史に大変興

味がある。もっと、地元の歴史本をそろえ

てほしい。

答 基山町の歴史に関する本は「基山町史」上・

下巻「基山町史」資料編、「ふるさと基山の

歴史」を刊行し、販売、および図書館にて

貸出・閲覧できます。図書館では基山町の

歴史に関する出版物で入手可能なものは整

備し、貸出・閲覧を行っています。未所蔵

の物で地元の歴史本をご存じでしたらご教

示ください。これからもそろえることに尽

力します。

図書館にそろった基山町の歴史本

標示板のないけやき台信号機
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け
や
き
台
１
灯
点
滅
信
号
を

３
灯
定
周
期
信
号
へ

け
や
き
台
中
央
を
走
る
町
道
白
坂

久
保
田
２
号
線
は
開
通
し
︑
交
通
量

が
増
え
た
︒
３
丁
目
︑
４
丁
目
の
分

岐
の
１
灯
点
滅
信
号
機
は
け
や
き
台

住
民
か
ら
３
灯
定
周
期
信
号
機
へ
の

要
望
が
出
さ
れ
︑
委
員
会
で
現
地
調

査
を
行
っ
た
︒

委
員
会
か
ら
の
提
案

３
灯
定
周
期
信
号
の
早
期
設
置

と
︑
設
置
に
至
る
ま
で
の
間
︑
安
全

対
策
を
図
り
︑
近
隣
住
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
︒

長
野
地
区
の
町
道
整
備

水
路
蓋
掛
け
︑
カ
ラ
ー
舗
装
を

町
道
長
野
２
号
線
は
通
学
路
で
あ

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
で
あ
る

が
︑
狭
く
水
路
も
あ
る
︒

カ
ラ
ー
舗
装
も
な
く
︑
通
学
時
に

大
変
危
険
な
町
道
で
あ
り
︑
７
区
自

治
会
か
ら
改
善
の
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
︒

委
員
会
か
ら
の
提
案

危
険
な
町
道
は
優
先
順
位
を
付
け

て
改
良
し
て
い
く
こ
と
︒

町
道
整
備
計
画
を
早
期
に
作
成

し
︑
地
元
住
民
に
丁
寧
な
説
明
を
行

う
こ
と
︒

基
山
町
消
防
団
の
団
員
確
保

と
再
編
を

基
山
町
消
防
団
は
︑
本
部
と
担
当

区
域
を
定
め
た
８
つ
の
部
と
基
山
町

全
域
の
女
性
部
で
編
成
さ
れ
て
い

る
︒
定
数
は
１
９
７
人
で
︑
実
数
は

支
援
団
員
13
人
を
含
め
︑
１
８
９
人
︑

加
入
割
合
は
95
・
５
％
で
あ
る
︒
団

員
の
平
均
年
齢
は
高
く
︑
退
団
の
目

安
と
な
っ
て
い
る
35
歳
以
上
が
82
人

で
43
・
４
％
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
︒

消
防
委
員
・
団
長
・
副
団
長
・
各
部

部
長
と
の
意
見
交
換
会
の
中
で
︑
新

規
入
団
員
が
い
な
い
の
で
︑
現
団
員

が
退
団
し
づ
ら
い
︑
１
・
２
・
４
・
６

区
は
対
象
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
な

ど
各
部
長
か
ら
は
団
員
勧
誘
に
大
変

苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
う
か
が
え
た
︒

委
員
会
か
ら
の
提
案

消
防
行
政
に
お
い
て
は
現
行
の
条

例
改
正
も
視
野
に
入
れ
︑
団
員
の
確

保
や
広
報
活
動
︑
さ
ら
に
再
編
の
可

能
性
の
あ
る
部
に
つ
い
て
は
︑
地
域

の
行
政
区
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
て
い
く
こ
と
︒

消防団員の確保を！

通学路の安全対策を早急に

事故多発、早急な切り替えを

消防団員との意見交換会
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